
※建築物衛生のページ

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000132645.html） 

の 「関係通知／Q&Aなど」の欄に掲載 

 

（建築物衛生法）新型コロナウイルス感染症関係 Q&A 

 

１ 特定建築物維持管理権原者の方へ 

問１ 建築物衛生法に基づく定期の空気環境測定や貯水槽の清掃などは、新型コロ

ナウイルス感染症が発生している段階でも、法に基づき実施しなければいけません

か？ 

 

（答） 特定建築物維持管理権原者は、建築物環境衛生管理基準に従って、空気環

境の測定を２月以内ごとに１回実施することや、貯水槽の清掃を１年以内ごとに１回

実施することなどにより、特定建築物の維持管理をしなければならないこととされて

います。 

建築物環境衛生管理基準は、環境衛生上良好な状態を維持するのに必要な措

置について定めたものであり、新型コロナウイルス感染症が発生している段階にお

いても遵守する必要がありますので、空気環境の測定や貯水槽の清掃などについ

ては、引き続き、定期的に実施してください。 

なお、地域によっては、新型コロナウイルス感染症の集団感染が発生することに

より当該特定建築物が利用されない状況になるなど、やむを得ない事由により、定

期に実施することが困難な場合が想定されます。このような場合は、実施できない

理由を帳簿に記録するとともに、実施が可能となった場合は速やかに空気環境の

測定等を実施するなどの対応が考えられますので、詳しくは最寄りの保健所にご相

談ください。 

 

担当：厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生課（２４３２） 
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